
瀬
島
先
生
　
本
校
で
は
２
０
１
６
年
度
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点

で
、
す
べ
て
の
活
動
を
学
校
教
育
目
標
に

落
と
し
込
み
始
め
ま
し
た
。
本
校
は
、
約

十
年
前
か
ら
地
域
課
題
研
究
に
取
り
組

み
、
協
働
学
習
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し

た
。
部
活
動
も
盛
ん
で
す
。
教
科
の
力
は

も
ち
ろ
ん
、
生
徒
の
様
々
な
力
を
伸
ば
せ

る
学
校
だ
と
自
負
が
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、「
こ
れ
が
目
指
す
生
徒
像
だ
」

と
教
師
が
同
じ
言
葉
で
語
れ
た
か
と
言
え

ば
、
共
通
の
認
識
、
指
標
が
不
足
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
は
、
地
域
の
中
学

生
の
数
が
減
る
な
ど
、
学
校
の
存
続
に
対

実践事例
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
認
識
を
、

活
動
ベ
ー
ス
か
ら
資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
へ
転
換
す
る
こ
と
が
大
切

A1

　
２
０
１
９
年
度
か
ら
先
行
実
施
が
始

ま
っ
た
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」。
現

場
の
教
師
に
、
そ
の
課
題
や
取
り
組
め
て

い
な
い
こ
と
は
何
か
を
聞
い
た
時
、
課
題

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、次
の
５
つ
だ
。

❶
教
師
に
よ
り
、
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
や
指
導

に
対
す
る
意
識
の
差
が
大
き
い

❷
特
定
の
教
師
に
負
荷
が
集
中
し
て
お

り
、
学
校
全
体
に
指
導
が
定
着
し
に
く
い

❸
評
価
の
方
法
が
分
か
ら
な
い

❹
学
習
意
欲
へ
の
効
果
が
見
え
づ
ら
い

❺
汎
用
的
な
資
質
・
能
力
の
育
成
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い

　
こ
う
し
た
課
題
に
向
き
合
い
、「
総
合

的
な
探
究
の
時
間
」
の
設
計
と
そ
の
改
善

に
取
り
組
ん
で
き
た
の
が
、
岡
山
県
立
林

野
高
校
だ
。
今
回
は
、
右
の
５
つ
の
課
題

を
大
き
く
「
学
校
全
体
の
取
り
組
み
に
す

る
方
策
」「
生
徒
の
意
欲
喚
起
と
資
質
・

能
力
の
育
成
」
の
２
つ
の
課
題
と
し
た
上

で
、
同
校
が
課
題
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越

え
て
い
っ
た
の
か
を
ひ
も
と
い
て
い
く
。

ま
た
、
22
年
度
か
ら
の
指
導
要
録
の
変
更

に
伴
う
観
点
別
学
習
状
況
評
価
の
導
入
に

向
け
た
同
校
の
構
想
も
リ
ポ
ー
ト
す
る
。    

テーマ

グランドデザインから考える
「総合的な探究の時間」の設計

学
び
の
意
義
を
捉
え
直
し
て
、

学
校
教
育
目
標
と
ひ
も
づ
け
る

岡
山
県
立
林
野
高
校

ど
う
し
た
ら
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
が
、

学
校
全
体
の
取
り
組
み
に
な
り
、

一
人
ひ
と
り
の
教
師
の
負
荷
を
最
小
限
に
で
き
る
か
？

岡
山
県
立
林
野
高
校
で
は
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

視
点
で
教
育
活
動
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
学
校
全
体
で
「
育
て
た
い
生
徒
像
」
を

丁
寧
に
語
り
合
い
、
教
育
活
動
の
軸
と
な
る
生
徒
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
資
質
・
能
力
ベ
ー

ス
で
各
教
科
の
教
育
課
程
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
20
年
積
み
重
ね
た
伝
統
の
あ
る
同
校
の

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
は
、
教
育
活
動
全
体
の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
展

開
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

Q1

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
の

５
つ
の
課
題
に
向
き
合
う

は
じ
め
に

新学習指導要領の実施に向けた準備が本格化する中、学校現場は様々な課題に直

面することが予測される。本コーナーでは、実践事例や有識者インタビューなど

を通じて、現場の疑問や課題を解決し、自校の実践につなげる情報を提供する。

＊プロフィールは 2020 年３月時点のものです。
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し
て
教
職
員
が
強
く
危
機
感
を
抱
い
た
時

期
で
し
た
。
学
校
の
強
み
は
何
か
、
求
め

ら
れ
る
学
校
で
あ
る
た
め
に
何
を
目
指
す

べ
き
か
を
、
す
べ
て
の
教
職
員
が
同
じ
言

葉
で
語
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
ど
ん
な

生
徒
を
育
て
た
い
か
を
全
教
職
員
で
話
し

合
っ
て
整
理
し
、
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
い

き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
総
合
的

な
探
究
の
時
間
」
だ
け
で
な
く
、
全
教
科

が
、
資
質
・
能
力
を
ベ
ー
ス
に
し
た
活
動

に
な
り
ま
し
た
。

　
本
校
は
、
志
望
も
学
力
も
多
様
な
生
徒

が
い
る
学
校
で
す
。
授
業
は
一
方
的
な
教

え
込
み
だ
け
で
は
成
立
し
ま
せ
ん
。
各
授

業
で
ど
ん
な
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
の

か
、
そ
こ
が
明
確
に
な
る
と
我
々
の
授
業

は
変
わ
り
、生
徒
の
姿
勢
も
変
わ
り
ま
す
。

育
て
た
い
生
徒
像
を
全
教
師
で
共
有
し
た

か
ら
こ
そ
、授
業
の
あ
り
方
、そ
し
て
「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
あ
り
方
も
決
ま

り
、
連
携
が
強
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

竹
内
校
長
　
本
校
に
は
、「
学
校
の
教
育

活
動
は
み
ん
な
で
」
と
い
う
伝
統
が
教
職

員
の
中
に
育
ま
れ
て
い
ま
す
。「
総
合
的

な
探
究
の
時
間
」
は
、
全
校
生
徒
を
５
つ

の
テ
ー
マ
ご
と
に
縦
割
り
に
し
て
、
全
教

師
で
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。「
み
ん
な
で

や
る
」
と
い
う
学
校
の
教
師
文
化
が
あ
る

か
ら
、
育
て
た
い
資
質
・
能
力
も
全
教
職

員
で
話
す
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。「
自
分
は
専
門
教
科
や
部
活
動
だ
け

を
や
れ
ば
よ
く
、『
総
合
的
な
探
究
の
時

間
』
は
関
係
な
い
」
と
い
う
考
え
に
な
ら

ず
、
結
果
と
し
て
一
人
ひ
と
り
の
負
担
を

削
減
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

協
働
的
な
教
職
員
の
風
土
づ
く
り
も
、「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
全
校
で
進
め
る

上
で
、
管
理
職
の
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

指
導
教
諭

瀬
島
美
穂
　

せ
じ
ま
・
み
ほ

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

10
年
目
。
統
括
課
長
。
理
科
。

校
長竹内

成
長
　

た
け
う
ち
・
し
げ
の
ぶ

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。

２
学
年
主
任

吉
川
英
明
　

き
っ
か
わ
・
ひ
で
あ
き

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３

年
目
。
地
歴
公
民
科
。

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
主
担
当

佐
堂
幸
代
　

さ
ど
う
・
ゆ
き
よ

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
英
語
科
。

岡
山
県
立
林
野
高
校

◎
20
年
の
伝
統
が
あ
る
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

は
、
全
教
師
が
か
か
わ
り
、
連
携
し
て
推
進
す
る
。

生
徒
は
１
人
１
台
の
「C

hrom
e book

」
を
所
持

し
「C

lassi

」
を
導
入
。
情
報
活
用
能
力
や
表
現
力

の
向
上
、
教
師
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

◎
設
立
　
１
９
０
８
（
明
治
41
） 

年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
１
４
０
人

◎
２
０
１
9
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、静
岡
大
、鳥
取
大
、岡
山
大
、高
知
大
、

北
九
州
市
立
大
な
ど
に
15
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

立
命
館
大
、
関
西
大
、
近
畿
大
な
ど
に
延
べ
75
人

が
合
格
。

◎U
R
L

　h
ttp

://w
w

w
.h

ayasin
o.o

kayam
a-c.

ed.jp/

学校教育目標
校訓　「すべては光る　個性の輝き」

SDGs（持続可能な開発目標）の中から選び
取ったテーマについて、地域社会に生きる自
分自身の、身近な問題としてそれを捉え直す。
さらに、同様の課題意識を持つ生徒が年次
を超えて協働し、それぞれの持つ知識を統
合／転移しながら、様々な立場の人々ととも
に持続可能な社会の実現を目指す。

◎課題設定の流れ
STEP1　探究活動に必要な知識・技能の習得

STEP2　フィールドワークを通した思考の深化

STEP3　課題解決策の発表とブラッシュアップ

STEP4　次年度の課題の確認と自己の学び
の振り返り

「総合的な探究の時間」全体計画

• 知識や技能を身に付け、活用することができる。
• 自己や他者を認め、協働することができる。
•見通しをもって社会や自然とかかわることができる。
• 多様な中から新たな価値を見いだすことができる。

育てたい
生徒像

＊学校資料を基に編集部で作成。

知識及び技能
• 必要な情報を広
い範囲から迅速か
つ 効 果 的 に 収 集
し、多角的、実際
的に分析すること
ができる。
• 課 題発見・課 題
解決型の活動を通
して、方法論として
の探究的な学習の
仕方や進め方、Ｐ
ＤＣＡサイクルを学
び、現在及び将来
の学習や生活に生
かすことができる。

思考力、判断力、
表現力等
• 異なる意見や他
者 の 考えを認 め、
特徴を生かしあい、
協働して課題を解
決することができ
る。
• 自分の考えを適
切に発信し、伝達
しようとすることが
できる。

学びに向かう力、人間性等
• 自ら目標を設定し、失敗を恐
れず行動に移し、粘り強く取り
組むことができる。
• 自己の興味・関心を引き出し、
深めようとすることができる。
• 課題の解決に向けて、多様
な 社 会 活 動に当事 者 意 識を
持って参画することができる。
• 自己の将来について具体的
に考え、夢や希望を持ち、そ
の実現に向けて努力することが
できる
• 魅力ある地域づくりに貢献し
ようとする

目標を実現するのにふさわしい
探究課題の設定

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力

生徒が
分かりやすい
言葉

資質・能力
３つの柱にそって

整理

林野高校の「総合的な探究の時間」図１
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『ハイスクールオンライン』トップページ＞入試改革／新課程からアクセス

佐
堂
先
生
　
毎
時
間
、
活
動
内
容
だ
け
で

は
な
く
、
何
を
学
び
、
何
が
身
に
つ
い
た

の
か
を
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
振
り
返
ら
せ
、

成
長
が
見
え
る
積
み
上
げ
型
の
評
価
を
し

て
き
ま
し
た
。
教
師
は
振
り
返
り
に
コ
メ

ン
ト
を
丁
寧
に
書
き
込
み
、
生
徒
の
弱
い

と
こ
ろ
を
伸
ば
す
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
い
ま

す
。
20
年
度
は
、
観
点
別
学
習
状
況
評
価

の
実
施
に
向
け
、こ
れ
ま
で
の
活
動
・
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
を
、
資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱

に
沿
っ
て
整
理
し
て
、評
価
項
目
（
図
２
）

と
年
間
指
導
・
評
価
計
画
（
図
３
）
を
作

成
し
ま
し
た
。
生
徒
は
活
動
の
途
中
で
大

き
く
変
化
し
ま
す
か
ら
、
ス
テ
ッ
プ
ご
と

に
多
面
的
に
生
徒
を
励
ま
し
、
一
人
ひ
と

り
の
成
長
を
支
援
し
て
い
き
た
い
で
す
。

吉
川
先
生
　
教
育
目
標
に
ひ
も
づ
け
、
資

質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
で
整
理
し
た
こ
と

で
、
生
徒
が
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

を
第
一
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。お
か
げ
で
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

は
、
生
徒
主
体
の
活
動
で
あ
る
と
教
師
間

で
共
通
認
識
が
持
て
て
い
ま
す
。
評
価
項

目
は
教
師
・
生
徒
が
共
通
し
て
持
ち
、
活

用
し
て
い
く
も
の
に
な
り
ま
す
。
実
際
、

教
師
が
主
導
し
て
い
く
場
面
は
近
年
大
き

く
減
り
、
生
徒
に
は
「
自
ら
学
び
に
向
か

わ
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い
う
意
識
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
教
師
の
「
こ
う
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
と
、
生
徒
の
「
こ

う
な
り
た
い
」
と
い
う
思
い
で
ゴ
ー
ル
を

設
定
し
、
そ
の
成
長
を
適
切
に
評
価
し
て

い
き
た
い
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ど
の
よ

生
徒
の
成
長
を
後
押
し
で
き
る
よ
う
な
、

多
面
的
評
価
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

A2

う
に
資
質
・
能
力
が
育
ま
れ
て
い
る
か
を

把
握
で
き
る
観
点
別
学
習
状
況
評
価
の
充

実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「総合的な探究の時間」で生徒に身につけさせたい力・姿を評価項目として明確化している。評価項目
は生徒と共有し、生徒は活動の度に成長が見える積み上げ式のグラフに記録していく。
＊学校資料を基に編集部で作成。

「総合的な探究の時間」の活動を資質・能力ベースで整理していたが、そこで育んだ資質・能力を適正に
評価する仕組みをつくるために、関西大学の黒上晴夫教授を招いた全教師参加の校内研修を実施した。
＊学校資料を基に編集部で作成。

ど
う
し
た
ら
、
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
、

資
質
・
能
力
の
育
成
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
？

Q2よ
り
詳
し
い
内
容
は
、

『
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
』
で
お
届
け
し
ま
す
！

林
野
高
校
の
指
導
事
例
・
指
導
ツ
ー
ル
を
掲
載

関
西
大
学
・
黒
上
晴
夫
教
授
に
よ
る
「
探
究
の
在
り
方
」
動
画
解
説

4月中旬
リリース予定

２０年度「総合的な探究の時間」評価項目案（検討中・抜粋）図２

２０年度「総合的な探究の時間」年間指導・評価計画（検討中・抜粋）図３
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（株）ベネッセコーポレーション 学校カンパニー　教育支援企画部　教育情報センター
TEL 0120-350-455 お客様サービスセンター
（受付時間／月～金 8:00 ～18:00　土 8:00 ～17:00　／祝日および年末・年始を除く）

7/3
開催

PRESENTS

Webセミナーのご案内

生徒の前向きな学びを引き出す
指導デザイン

～新課程で求められる資質・能力を育成する指導と多面的評価～

新課程に向けて検討を進めていく中で、
指導や評価を具体的にどのようにデザインしていけばよいのかについて

お悩みの声を多くお伺いします。
今回のWebセミナーでは、そのようなお悩みに応えるべく、

新課程の情報整理や実践事例発表を予定しております。ぜひご参加ください。

お問合せ先

◎開催日時 2020年7月3日（金）　14:30～17:00（予定）
◎形式　Ｗｅｂセミナー（ライブ配信）
＊新課程を見据えた指導・評価について、学校全体で推進してい
くための工夫を、先進事例校にご発表いただきます。各学校にて、
管理職、教務ご担当先生、進路ご担当先生など、複数の先生方で
一緒にご参加いただけましたら幸いです。

◎参加費　無料
◎詳細・申し込み方法等　
　　　　　　　 ５月以降に改めてご案内いたします
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